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も有意に平均値が高かった （表 4） 。
　これらから、ホテル従業員の約半数程度が、職
場の今後の戦略や方針、上司の方向性を示すこと
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会社・組織への “愛着心”（愛着を感じている：合計） 54.7% 79.1% -24.4%
仕事の評価（“満足している” 回答：合計）
仕事の内容 52.3% 74.2% -21.8%
仕事とプライベートの時間的なバランス 50.5% 70.3% -19.8%
職場での上司や同僚との人間関係 48.8% 76.8% -28.0%
職場での上司や同僚、または部下とのコミュニケーション 46.9% 72.9% -25.9%
自分自身の仕事上の立場（役割） 44.5% 73.4% -28.9%
部下の仕事遂行能力（※） 35.0% 70.9% -35.9%
仕事に対する評価のされかた 34.6% 62.9% -28.3%
育児・介護休職や短時間勤務など、制度の利用しやすさ 33.0% 68.3% -35.3%
現在の上司の、仕事や組織（部下）に対する管理能力 31.9% 65.1% -33.3%
得ている報酬の、仕事・能力に対する妥当性 31.3% 58.6% -27.3%
会社の経営理念や経営者の考え方 28.0% 65.0% -37.0%






お客様から感謝の言葉を頂いたとき 56.8% 52.3% 4.5%
職場の仲間や上司が自分の仕事のやり方や進め方を理解してくれたとき 42.1% 39.0% 3.1%
昇給・昇進をしたとき 38.9% 57.8% -18.9%
職場の仲間や上司からねぎらいの言葉をかけて貰ったとき 37.8% 62.8% -25.1%
上司から期待されている事がわかったとき 34.3% 26.1% 8.2%
自分で考えた企画が通ったとき 24.7% 24.2% 0.5%
人事考課で仕事の成果が評価されたとき 24.4% 48.3% -23.9%
難しい仕事を任されたとき 22.8% 36.6% -13.8%
仕事に対して上司からフィードバックをもらったとき 19.2% 50.3% -31.2%
家族がねぎらいの言葉をかけてくれたとき 18.0% 21.8% -10.8%
プロジェクトチームの一員に選ばれたとき 10.5% 21.3% -8.4%
皆の前で発表の場を与えられたとき 4.4% 12.8% -8.4%
その他 2.6% 3.2% -0.6%
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に働き甲斐が高かった （表 5） 。また、【働き甲斐】
は【自尊感情】の「有能感」と弱い正の相関を示し
ており、働き甲斐を持っている人は自尊感情も高い
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の 60 歳代にやりがいや誇りを持っていることが示
された。勤務年数はやりがいは 5年以下が強く持っ
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う経験 ] と非随伴経験 [ 自分の努力が成果を得な
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（Chen, et al.2005、Chen&Aryee 2007）、OBSE
が高い従業員は、組織に対する愛着と満足感を高
め、組織の効率を上げる自発的な行動をとり業








































































































Chukyo Business Review　Vol. 12（2016. 3）　159

































































































































Chukyo Business Review　Vol. 12（2016. 3）　161





























































































































Chukyo Business Review　Vol. 12（2016. 3）　163




























































調査対象者 管理者と部下 2名・非正規雇用者の 1名
実施時間 3時間





調査対象者 管理者と部下の 2名・非正規雇用者の 1名
実施時間 3時間
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